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大阪早稲田倶楽部の倶楽部祭が４月２日（土）、大
阪・森ノ宮のＫＫＲホテル大阪で開催されました。４
月の第一土曜に開催の恒例行事でしたが、ご多分に漏
れず３年ぶりの開催。桜も近年はもう名残桜が多かっ
たですが、満開で実りある楽しい集いとなりました。

倶楽部の新入会員歓迎会を兼ねていますが、春秋に
開催していた歓迎会を開くのも久しぶりで、ここ３年
ほどの新入会員に声掛けし、18人に参加いただきま
した。既存会員は49人が来られ、計67人の盛大な会
となりました。

会場のホテルは窓越しに大阪城の天守閣が臨め、満

開の桜も堪能できる絶好のスポット。円卓で料理を味
わいながら久しぶりのリアル懇親に会話もはずんでい
ました。新入会員のみなさんはステージで自己紹介。
年輩の方から若い方まで、初めは緊張していた面々も
次第に打ち解けてなごやかムードに。転勤で関西初と
いう会員もいて、「とても親しくいただき、入会して
本当によかった」と話していました。

お開きのあとは、近くの大阪城公園内にある「早稲
田の森」まで15分ほど歩いて散策。汗ばむ陽気で親
睦を大いに深めました。

満開の桜を愛でる倶楽部祭

倶 楽 部 祭
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熊澤会長、小西理事長が再任

大阪早稲田倶楽部は2022年度の定時
総会を5月20日（金）、大阪新阪急ホテ
ルで開催しました。117人が出席。コロ
ナ禍により、2020年度、2021年度とも
総会は会員が集まっての開催を見送り、
書面決議としていました。

総会には、2021年度決算、22年度予算案、倶楽部
役員選任など４議案がはかられ、いずれも賛成多数で
原案通り可決されました。役員では、１期２年の任期
を終える熊澤一郎会長（昭51年商）、小西康仁理事長
（昭52年商）が再任されました。副理事長は７人の
うち尾田沙智乎さん（昭52年商）、田村昌之さん（昭
54年法）、小林一則さん（昭55年政経）の３人が退任
し、新たに古市尚さん（昭56年教育）、原田裕子さん（昭
60年政経）、横山利治さん（昭63年理工）の３人が就
任しました。副理事長の荒武貞雄さん（昭56年法）、
森本宏さん（昭60年法）、和田浩孝さん（平１年教育）、
石原美保さん（平4年法）の４人は留任です。事務局

長の秋元敬典さん（平12年商）も留任しました。
監事は岩崎勇作さん（昭47年商）が退任され、大

砂裕幸さん（昭56年法）が選任されました。監事は
種田ゆみこさん（平１年商）と２人です。

新しい副理事長の古市さんは7月に淡路島にオープ
ンした温泉リゾート「アクアイグニス淡路島」の社長。
原田さんは早大卒後、徳島大医学部に進んだ産婦人科
医。横山さんは横山機工㈱の社長。大砂さんは弁護士
で大阪弁護士会副会長も歴任されています。

改選となる理事のうち木下斉さん（昭48年商）が
退任され、新たに入澤知佳さん（昭62年社学）と高
橋清之さん（昭63年政経）が選任されました。

新たに選任された役員のみなさんがステージに

古市尚さん 原田裕子さん 横山利治さん

３年ぶりにリアル開催

定 時 総 会
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総会では、熊澤会長が３年ぶりのリアル開催となっ
た会合を待ち望んでいたことを述べ、会員相互の親睦
を深め、倶楽部がよりいっそう発展していくよう会員
の協力、支援を求めました。大学本部からは、総長室
調査役の本間知佐子さんが来賓で出席され、祝辞を述
べられました。

総会に先立ち、会員で関電不動産開発㈱社長の藤野
研一さん（昭62年理工）が「関電グループのゼロカー
ボンロードマップと関電不動産開発の戦略」のテーマ
で講演されました。総会に続く懇親会は、円卓に着席
でコロナ対策を施した上で開催。校友会大阪府支部の

黒川明支部長（昭52年政経）が乾杯の音頭を取られ
ました。

懇親会では立食だったこれまでのように杯を交わし
て歓談とはいきませんでしたが、テーブルごとに話が
はずんでいました。

会が盛り上がりを見せる中、大阪早稲田合唱団と早
稲田大学グリークラブＯＢの20余名がサプライズ登
壇し、「紺碧の空」「ひかる青雲」「早稲田の栄光」の
三部作の歌声を披露。さらに古関裕而さんモデルの朝
ドラで話題になった「星影のエール」を高らかに歌い
上げ、喝采を浴びました。

講演する藤野研一さん

華麗な歌声を披露する合唱団

乾杯の音頭を取る黒川明さん
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令和４年４月９日にＪＲ福知山線西宮名塩～武田尾
間の旧福知山線廃線敷ウオークを実施しました。参加
者は、大阪早稲田倶楽部から14名、神戸早稲田倶楽
部から９名そして宝塚稲門会から７名の合計30名で
した。

今回の合同ハイキングは、宝塚稲門会のハイキング
担当足立英基さん、神戸早稲田倶楽部のハイキング担
当岸本忠生さん、そして大阪早稲田倶楽部の私がたま
たま校友会関係で互いによく知る関係にあったことか
ら、三者間でＰＣメールを通じてハイキングの行程を
打ち合わせ、三団体で合同開催することで意見が一致
したことから実現したものです。当日は集合時間まで
に西宮名塩駅に全員集合。天気は快晴で５月を思わせ
る陽気でした。全員の検温を実施しハイキング行程の
説明を終えた後、駅舎を出発。廃線敷入口までは全体
行動でしたが、廃線敷に入った途端に、それぞれ景色
を見たり写真を撮るなど、各自思い思いのペースで歩
き始めました。

武庫川沿いの廃線敷を川下から川上に向かって歩い
ている道中、川の狭い部分にある大小の岩場をぬって
勢いよく流れ落ちる滝が見え、その迫力に圧倒されま
した。渓谷の森ではヤマザクラが咲いていたり、どこ
からか鶯の鳴き声が聞こえてくるなど、参加者はそれ
ぞれ自然を満喫することが出来、心が癒やされたと思

います。
６ つ あ る ト ン ネ ル の う ち、 北 山 第 一 ト ン ネ ル

（319m）、北山第二トンネル（413m）、溝滝尾トン
ネル（149m）、長尾山第一トンネル（306m）の４
つは武庫川に沿って曲がっておりトンネル入口から先
は真っ暗で何も見えない状態でした。参加者は懐中電
灯片手に足元を照らしながら所々にある水たまりを避
けたり線路跡に残された枕木につまずかないよう歩
き、さながら洞窟を探検するようなスリルを味わうこ
とも出来ました。

また砂利が敷かれた道を歩いたので、歩く距離は
4.7km と短かったものの、帰宅すると脚はもっと長
い距離を歩いたかのような疲労を覚えました。入口か
ら約２時間後には「桜の園」という地点にたどり着
き、全員で昼食と休憩をとりました。この地点で、こ
れから武田尾温泉で入浴する人や帰宅する人は出口に
進み、登山する人はその場で再集合しました。

登山した人は亦楽山荘（えきらくさんそう）という、
日本古来のヤマザクラやサトザクラの保護育成に努め
た故笹部新太郎氏の残した演習林のコースを約１時間
かけて一周しました。その後出口を出て武田尾駅から
電車に乗り宝塚駅に到着したあと解散し、有志で懇親
会を行いました。

田村　昌之（昭54年法）

旧福知山線廃線敷ウオーク

ハ イ キ ン グ
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ハイキング部会は5月14日、京都の大文字山で新緑
の山登りを楽しみました。大文字山は8月お盆の16日
に五山の送り火最大の左大文字を抱く山で、日本全国
知らない人はいないと思われるほど有名な山です。

当日は朝からの曇り空模様の中、地下鉄東西線の「蹴
上駅」に集合。同類と思わしき山登り客がポツポツと
見られました。広場でしっかりとストレッチ。このス
トレッチの効果が後々出ます。

びわ湖疎水船蹴上乗下船場を見学し、南禅寺へ。こ
れまで閑散としていた風景が一変し、修学旅行生で
ごった返していました。そのまま奥の院へ行き、水分
補給。ここから山道に入り。杉木立の中を進むと倒壊
した古木があちこちにありました。低山ながら登山道
はかなり急でみな息が上がっていたものの、先輩達の
喝で気合を入れて登っていると小学生はスイスイと登
るではありませんか。

やがて京都市内、山科の街が眼
下に広がる場所へ。途中遅い昼食
をとり、京都市内が一望できる山
頂に到着。空は曇っているものの
遠くの京都タワーや梅田のビル
群、そしてあべのハルカスが見渡
せました。絶景かな。絶景かな。
記念撮影の後、銀閣寺を目指し

て下山開始。すると前
日までの雨でぬかるん
だ約80m の急坂が現
れたものの、朝のスト
レッチのおかげで体を
硬直させることなく全
員無事に踏破。別のパーティは滑った方が結構いまし
た。リーダー、ナイスです。

登山靴が壊れたメンバーがいましたが、ある先輩が
ザックからガムテープを取り出し、応急処置を。先輩
のザックはきっとドラえもんのポケットなのです。

暫く下ると目の前に大文字の焚火台が現れ、この
「大」の字はイメージと異なりほぼ垂直の崖の僅かな
空間に焚火台が設置されていることを知りました。や
はり百聞は何とやらです。大勢の侍を葬った千人塚の
あたりは深い森でマイナスイオンをたくさん浴びま

した。銀閣寺も南禅寺と同様に修
学旅行生で溢れ、チケットを買う
のに手間取るほど。京都駅まで満
員バスに揺られた後はお楽しみの
ビール。急峻に無口だった先輩方
もお酒が進むと多弁に。疲れてい
ただけで根は楽しい方々ばかり。
とても楽しい一日でした。

河野　一博（昭59年社学）

大文字山で新緑を楽しむ
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６月４日、阪急服部天神駅から猪名野神社を巡る伊
丹空港周辺ウオークを実施しました。今回も大阪早稲
田倶楽部、神戸早稲田倶楽部、宝塚稲門会の合同ハイ
クで計28名が参加しました。

最初に訪れた豊中市の服部天神宮は、言い伝えによ
れば、延喜元年（901年）菅原道真公が京都から太宰
府へ左遷され任地へ赴く途中、当地で持病の足の病に
襲われ一歩も動けなくなったので、村人の言葉にうな
がされて少彦名命を祀る天神祠へお参りされ足病平癒
を祈願したところ、足の病が癒え、無事に太宰府へ到
着することができたとのことです。祠は菅原道真公の
死後、公のお神霊も合祀して服部天神宮と命名され、
全国各地から足の病に悩みがある方が参拝されている
そうです。

次に訪れたのは、千里川の土手で、伊丹空港の滑走
路の南の端にあたる地点でした。そこでは、ボーイ
ング767やボーイング787などの中型ジェット旅客機
が、我々の頭上すれすれを通過して目の前の滑走路に
着陸します。頭上を通過する際は、参加者の多くが
ジェット旅客機の巨大さ、ジェットエンジンの轟音や
気流による空気の振動を身体の視覚、聴覚、触覚など
をフルに動員して体感し、通過直後は叫び声にも近い
歓声を上げていました。

千里川の土手から20分ほど歩いて弥生時代の田能
遺跡・資料館へ。資料館には大量の土器や石器の他、
銅鏃、ガラス玉、ヒスイの勾玉、木製品、獣骨、貝殻
などの遺物が展示され、遺跡には竪穴式住居も復元展
示されていました。そこからマシューのチョコレート

工場直売所に寄って思
い思いに買い物をした
後、伊丹スカイパーク
へ。伊丹スカイパーク
は伊丹空港滑走路の西
側真横に隣接する全長
1.2km の伊丹市営公
園です。飛行機の離・
着陸時の状態を間近
に見ることができるの
で、大勢の家族連れで
賑わっていました。

住宅地の中を進むと、ひっそりと佇む、伊丹市指定
史跡の伝和泉式部の墓に。墓に置かれた五輪搭は鎌倉
時代の特徴を示しているとのことで、教科書でしか知
らなかった和泉式部の存在が現実のものに感じること
が出来ました。続いて最終地点の猪名野神社へ。この
神社は有岡城の砦の一角をなしていたことから、織田
信長による荒木村重を城主とする有岡城への攻略で境
内はことごとく荒廃しました。江戸時代になって伊丹
郷町の領主となった近衞家による援助により境内に本
殿が建てられました。極めて良質な檜材が用いられて
おり、保存状態は良好で、その後建てられた拝殿と幣
殿とを合わせた三棟が兵庫県指定重要有形文化財に指
定されています。伊丹市の市章は近衞家の許しを得て
近衞家の家紋を用いて制定したとのことです。ここで
解散し、有志で近くの居酒屋へ。ウオークは12km に
およびました。

田村　昌之（昭54年法）

伊丹空港周辺ウオーク

ハ イ キ ン グ
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倶楽部の部会の史談会と早稲女会、Ｗフォーラム
共催の講演会を２月25日、ＺＯＯＭで開催しまし
た。講師は倶楽部会員で関西大学大学院教授の志岐
幸子さん（平4人科／スポ科）。本来なら、大阪早稲
田倶楽部百周年記念行事の掉尾を飾られるはずであ
りましたが、コロナ禍もあり、ＺＯＯＭではありま
したが、ようやくご登場いただきました。

テーマは、「ベストパフォーマンスを生む『ゾー
ン』は～トップパフォーマーの感性の秘密～」。トッ
プアスリート達が体感する「ゾーン」を事例に則し
て感性学、心理学、脳科学の観点からわかりやすく
解説していただきました。

オリンピックや世界大会と言った大舞台で、能力
を最大限に発揮し観客を感動させる選手は、みな技
術を超えた特別な力を発揮しています。勝利に必要
な情報のみを無意識に鋭敏に感じ取り、自らを広い
集中状態、すなわちゾーンに導くことができる力が
これです。しかしながら、ゾーンは特別な人だけに
もたらされるものではありません。ごく普通の一般
人である私たちも体験できるものなのだそうです。
ゾーンの条件など各分野でのベストパフォーマンス
発揮に役立つ情報を、ゾーン研究の第一人者に教え
ていただきました。

体操の内村航平選手は、見事な成績で総合優勝
した2011年の世界選手権の際「今まで感じだこと
のないゾーンみたいなものを感じた」そうです。「今
日は何をやってもうまくいくという感覚で目が覚
め試合が終わるまで全てうまくいった」「ゾーンは
狙ってやれるものでないと感じた」とも語ってい
ます。

内村選手はさらに「自分への声援以外何も聞こ
えない」と語っていますが、プロ野球の川上哲治
氏も「ボールが止まって見える」、イチロー氏も「斜
め45度のところから見ているもう一人の自分がい
る」と表現されています。こうした心境に達する
には、集中した厳しいトレーニングが必要なこと
は勿論ですが、意外なことに、ベストコンディショ
ンは必要ではないそうです。逆境こそが集中力を
高める契機になるようです。記録や順位へのこだ
わりも不要。

では、ゾーンに入るためには何が必要か。
①�技能レベルとバランスの取れた的確な目標を設定
すること

②セルフトーク
先人の例なら「この一球は絶対無二の一球なり」
と心の中でつぶやく。

③無意識を意識しない
④視覚に頼らない
など、どうも禅で悟りを開く心境に近いようです。

では、我々のような一般人でもゾーンに達しうる
ものなのでしょうか。志岐さんは心の奥深い領域を
使って、程度の差はあっても誰でも可能だとおっ
しゃいます。よく言われるのは、
①息を吸って止め、吐き出す
②グゥーッ、サーッなど擬態語擬音語をつかう。

いわゆる「オノマトペ」を活用して、脳の限界を
越える努力をしてみることが、ポイントだそうです。

志岐さんは、早稲田倶楽部仕様に講演内容をリ
ニューアル、豊富な映像とともに万全の準備で講演
に臨まれました。皆様に伝えられたいことが沢山お
有りだったのです時間が足りず。またの機会があれ
ばぜひ続きをお話ししたいとおっしゃって下さいま
した。さすが、早稲女の心意気です！

志岐幸子さん（photo by 近藤洋介）

豊島　惠子

ベストパフォーマンスを生む『ゾーン』は

合 同 企 画 講 演
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倶楽部のゴルフ部会の第167回ゴルフコンペが３月
15日、池田市の伏尾ゴルフ倶楽部で開催されました。
コロナも年末に随分下火になって、よしよしと思って
いたら年明けにオミクロン株でまた逆戻り。それでも
対策がしっかり取られているので、開催にこぎつけま
した。当日は28人がエントリーし、３月とは思えな
いうっすら汗ばむほどの絶好の晴天のもと、楽しいラ
ウンドをすることができ、大満足でした。

優勝は、グロス91、ハンデ18のネット73で伊藤伸
さん（昭60年教育）でした。２位は大橋哲也さん（昭
60年政経）。ベストグロスは88で、不肖・私、滋野が
いただきました。それで気分がいいんです。

短い時間でしたが表彰式も開催し、諸先輩・後輩か
らいただいた多くの協賛賞品が全員に行きわたり、参
加者一同感謝しております。ありがとうございまし
た。これからも楽しい親睦ゴルフを開催していきま
す。みなさま奮ってご参加ください。

恒例の第16回早慶対抗ゴルフ大会が５月７日
（土）、茨木カンツリー倶楽部東コースで開催され、
48人が参加しました。個人戦で伊藤晴夫さん（昭51
年文）が優勝しました。スコア83はベストグロスで
した。伊藤さんは「天候にもパートナーにも恵まれ、
いいゴルフができました」と優勝杯を手に喜びを語っ
ておられました。

早慶同数の24人ずつの参加で、うち上位10人によ
る団体戦では
慶応に苦杯を
喫しました。
通算では慶応
の９勝。次回
で挽回を図り
ます。コロナ
禍で２年続け

て中止となり、
３ 年 ぶ り の 大
会。 夏 日 と な
り、深緑もまぶ
しいほどの好天
に恵まれ、和気あいあいとしたプレーを楽しみました。

早慶ゴルフ上位成績
順位 氏　名 グロス ハンデ ネット

1 伊 藤 晴 夫 83 13.2 69.8 
5 竹 田 雅 幸 99 27.6 71.4 
7 尾 下 千 明 104 31.2 72.8 
8 平 岡 史 生 97 24.0 73.0 
12 岡 﨑 信 一 100 26.4 73.6 
14 小 西 康 仁 97 22.8 74.2 
16 南 　 仁 秀 95 20.4 74.6 
17 横 山 利 治 88 13.2 74.8 
19 滋 野 雅 之 88 12.0 76.0 
20 徳 井 隆 一 103 26.4 76.6 

優勝杯は慶応へ。右は慶応の
渡辺岳夫会長、左は早稲田の
熊澤会長

ライバル対戦にスタート前から意気上
がる

優勝の伊藤
晴夫さん

倶楽部定例ゴルフ上位成績
順位 氏　名 グロス ハンデ ネット

1 伊 藤 　 伸 91 18.0 73.0 
2 大 橋 哲 也 107 33.6 73.4 
3 滋 野 雅 之 88 14.4 73.6 
4 薮 　 田 　 麻 夕 子 99 25.2 73.8 
5 池 部 　 亨 90 15.6 74.4 
6 山 田 浩 貴 93 18.0 75.0 
7 金 本 基 弘 92 16.8 75.2 
8 古 市 　 尚 104 28.8 75.2 
9 水 　 上 　 た だ し 101 25.2 75.8 
10 前 田 　 修 89 13.2 75.8 

滋野　雅之（昭63年理工）

定例コンペ　伊藤伸さん優勝

ゴ ル フ

早慶ゴルフ　伊藤晴夫さん優勝
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６月26日（日）に宝塚高原ゴ
ルフクラブで青年部主催のゴルフ
コンペが開かれました。クラブを
握り始めて１ヶ月のゴルファーの
卵から、平均スコア90台のゴル
フ愛好家までの20代～40代会員
の計３組９名が親睦を目的に集い
爽やかな汗を流しました。

倶楽部の諸先輩方からはゴルフ
グッズ、商品券やお酒・お米など豪華商品を多数ご提
供頂き、誠にありがとうございました。スコア順に賞
品を選んでいったのですが、大変盛り上がりました。
この場を借りて、御礼を申し上げます。

私は北野知広さん（平12年法）と下村和也さん（平
20年商）とご一緒させて頂きました。ゴルフ歴が20
年近い熟練ゴルファーの北野さんは、ホール毎に性格

無比なショットをご披露されてい
ました。下村さんとは新型コロナ
の感染拡大の影響により３年振り
にお会いしたので、直近のお仕事
やプライベートな話などで盛り上
がりました。卒業年次や学部など
異なりますが、早稲田の杜で学ん
だ学生時代は変わりないので、
キャンパスライフの話に花を咲か

せました。
ラウンド後は、感染防止を徹底してコンペの表彰式

と懇親会を開きました。ベスグロは北野さんが獲得
（スコア：82）するなど、青年部を最近ご卒業された
先輩を筆頭に、中堅の会員が上位に名を連ね、層の厚
さを感じました。久々の再会に参加者は終始笑いが絶
えず、仲良く時間を過ごしました。

第12回校友会大阪府支部ゴルフ大会が９月３日
（土）、西宮市のよみうりカントリークラブで開催さ
れました。大阪早稲田倶楽部の会員を中心に校友ら
48人が参加。Ｗペリア方式で競い、岩周功泰さん（平
29年社会）がグロス87、ネット71.4で初優勝しまし
た。

残暑厳しい中、昼間の気温が30度を超える快晴の
天候に恵まれ、年に一度の大会にふさわしい競技とな
りました。黒川明・校友会大阪府支部長（昭52年政

経）から優勝杯
を贈られた岩周
さんは「今日は
ＯＢが多かった
もののハンデと
同伴者に恵まれ
ました」とコメ
ント。ＯＢ８発
がなければアン
ダーパーという

見事な成績で、校章が彫られた焼酎の一升瓶と商品券
が優勝賞品として授与されました。

竹田雅幸さん（昭47年商）から校友会ゴルフ大会
の創設経緯について話題となり、第1回がタイガース
ゴルフクラブにて2010年（平成22年）に開催された
こと、その前段階として計画していた大会が季節外れ
の大雪で中止になったこと、再度計画実施された大会
が早稲田ゴルフ部の現役学生や監督を招待して盛大に
開催された話題が紹介されました。

校友会ゴルフ　上位成績
順位 氏名 OUT IN グロス ハンディ ネット

1 岩 周 功 泰 43 44 87 15.6 71.4
2 賀 治 宏 至 52 50 102 28.8 73.2
3 横 山 利 治 45 51 96 22.8 73.2
4 小 西 康 仁 49 46 95 21.6 73.4
5 南 　 仁 秀 45 47 92 18.0 74.0
6 尹 　 聖 仁 43 46 89 14.4 74.6
7 前 田 　 修 52 46 98 22.8 75.2
8 影 山 繁 晴 52 56 108 32.4 75.6
9 竹 田 雅 幸 46 43 89 13.2 75.8
10 山 本 守 眞 44 45 89 13.2 75.8

前田　修（平６年政経）

校友会ゴルフ　岩周さん初優勝

活気ある青年部ゴルフ 澤　隼（平30年国際教養）
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早稲女会は４月18日、「ＺＯＯＭ着物お話会」をＺ
ＯＯＭで開催しました。３月に開催した第一回お話会
が大変好評で、早々に第二弾を企画した次第です。今
回は「帯編」です。

尾田沙智乎先
輩に引き続き講
師をしていただ
き、先輩お手持
ちの帯をＺＯＯ
Ｍを通して拝見
しながら、格式
あるものから普

段使いのものまで、さまざまな種類の帯についてお話
をお聞きしました。皇室にまつわる帯など、普段聞け
ないようなお話も盛りだくさんで、あっという間に時
間が過ぎてしまいました。質疑応答では帯締めなど小
物の組み合わせについても話題になり、トータルコー
ディネートについて関心が寄せられました。

着物は奥が深くて、学べば学ぶほど知りたいことが
出てくるのですが、やっと外出しやすい状況になって
きましたので、そろそろ対面で着物の会を企画したい
と考えております。 まずはみんなで一緒に着付けの
練習をしてみませんか。

次回を計画中です。お楽しみにお待ちくださいませ。

５月27日、Ｗフォーラム講演会に、ＩＬＯ（国際
労働機関）ネパール事務所プロジェクトテクニカルオ
フィサーの及部周介さん（2009年法）にカトマンズ
からＺＯＯＭで御登場いただきました。海外しかも国
際機関で活躍される校友のお話しを聞くのは、希少な
機会です。Ｗフォーラムでも珍しい顔ぶれの出席者も
多く、皆さん大変熱心に耳を傾けておられました。

及部さんは日本が提供するプロジェクトの担当官
で、ネパールの他バングラデシュ、パキスタン、イン
ドの広域にわたり、女性の就労問題の改善に取り組ん
でおられます。開発途上国の女性の就労状況は非常に
問題あるところですが、意識啓発セミナー、職業訓練
を通じて女性達の就労状況の改善事業を展開されてお
り、対象となる女性達も大変熱心に取り組んでいるそ
うです。

お話をうかがいつつ、社会保障制度や経済条件がよ
り充実しているはずの日本でも、未だに同じ根をもつ
事案が多いのではないかと思いました。さらに参加者
の皆さんからは、機会がありましたら、
① 現地の企業や中国企業に労働条件の改善がどう影響

するのか（コストが上がりダンピングが阻止できる
のではないか。）

② ＩＬＯをはじめ、海外から日本に期待される課題は
何か。

について、ぜひお話をうかがいたいとの声がありま
した。

志を持って開発途上国の人々の経済的地位の向上に
尽くし、ひいては世界の平和と安定に寄与したいと頑
張る及部さんの姿は、早稲田人の誇りです。及部さん
のますますのご活躍をお祈りいたします。

ZOOM講演の及部周介さん

豊島　惠子

ＩＬＯネパールからの報告

Ｗ フ ォ ー ラ ム

帯の話をＺＯＯＭで

早 稲 女 会

白原　早織（平11年人科）
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2021年度活動実績
１．倶楽部財政黒字化の定着

事務合理化の積極的推進　発送文書費の削減　月次発送資料のメール配信化
２．新年会、倶楽部祭＆新会員歓迎会の開催

新年会は２年ぶり、倶楽部祭は３年ぶり。感染防止策を徹底した上での開催
３．例会の実施

会員相互の親睦と啓発、サイレント会員の掘り起こしのため、ＺＯＯＭにより、３回実施
４．インターネットの活用

役員会・理事会のオンライン開催（計18回）
ホームページからの入会者対応　ホームページのタイムリーな更新
Ｗフォーラム、ワセジョ会ほかオンラインによるイベント開催

５．部会の活動再開
稲雲俳句会：通信開催から会場でリアル実施へ
Ｗフォーラム：オンライン講座３回、史談会とワセジョ会と共催の100周年記念
事業講座の開催
フジワラテニススクール：7回実施
ハイキング：7回実施
ゴルフ：忘年コンペ（池田ＣＣ）、コンペ（北神戸ゴルフ場）
ワセジョ会：ＺＯＯＭお茶会３回、着物でお話会１回
関西演劇文化研究会：宝塚歌劇観劇会２回、ピッコロ劇団１回

2022年度活動計画
１．倶楽部財政健全化の維持

さらなる事務処理効率化　諸経費の削減推進
２．既存会員維持と新規会員増強による会費収入の安定化

現行会員数561名（2022年3月末）　減少傾向、転勤等による
目標会員数600名（2023年3月末）

３．サイレント会員の実態把握、連絡の強化
例会の継続実施　名簿管理システムによるサイレント会員の実態把握、連絡強化

４．校友会支部行事との連携強化
共催行事の倶楽部祭、新年会への積極的な参加者募集　オープンキャンパスへの参加　校友会支部総会の参加募集

５．広報活動の充実
ホームページの抜本的改善　広報委員会の活動強化　ホームページ・メルマガを活用した母校支援活動（寄付）の積極紹介

６．会員名簿の作成
会員名簿の整理　冊子による会員名簿の作成、配布

７．全体行事の活性化
新入会員歓迎会（10月14日）、新年会（1月14日）、倶楽部祭の参加者募集　
企画内容の充実

８．部会活動の再強化
稲雲俳句会・史談会：定期開催
Ｗフォーラム：企画の充実、参加者増加
フジワラテニススクール：定期開催
ハイキング：参加者増加、フェイスブック、メルマガへの報告告知
ゴルフ：部会コンペ、早慶戦、早同戦の開催
ワセジョ会：女性を中心とした活動の支援
関西演劇文化研究会：宝塚歌劇、よしもと落語会、ピッコロ劇場ほか単発企画

９．青年部会活動の強化
在阪企業の早稲田ＯＢとの交流会の企画立案実施
若手中心の勉強会を核とした異業種交流会の実施
暑気払い、クリスマス会の実施　ゴルフコンペの開催

ハイキングは人気の部会

新年会で会員がフラダンスを披露

倶 楽 部 活 動

倶楽部活動実績・計画 



osaka waseda club

1212

清 明 の 光 あ ま ね き 秋 津 洲
散り初めてたちまちかくも花筏

商 平

清 明 の 思 は ず 笑 む や 弥 勒 仏
亡 き 母 の た っ ぷ り 餡 の 桜 餅

だ い ち

もう少しもう少してふ朝寝かな
菫 咲 き つ ぐ 川 沿 ひ の 道 漫 ろ

こ う き

桜 餅 話 弾 ん で も う 一 個
清明の空に吸い込むホームラン

松 嶋

清 明 や 高 野 の 峯 の 鮮 や か に
清 明 や 空 に 一 筋 飛 行 雲

こ う じ

青 々 と 波 打 つ 麦 に 風 の 道
清明に心の居場所見つけたり

京 子

さへずりのしはうはつぱうへからも
桜 餅 近 ご ろ し き り 母 の こ と

け ん じ

逆 光 に 御 衣 黄 桜 闇 へ 落 つ
春うらら老人五人即興ジャズ

美 和 子

清 明 や 赤 い 帽 子 の 六 地 蔵
船 頭 の 歌 水 郷 の 花 巡 り

いっこう

亡 き ひ と と 我 一 つ づ つ 桜 餅
丘の上の桜遠き日の“ラ・メール”

喜 代

紀 三 井 寺 桜 前 線 観 世 音
法螺の音や南無上宮太子信貴の春

秀 寛

清 明 の 空 青 鷺 の 舞 う て を り
八ヶ岳遥か向こうまでチューリップ

一 博

一家言ありそら豆の茹で加減
夏めけるものそれは先ず女学生

商 平

目 を 閉 ぢ て お 姿 穏 し 鑑 真 忌
機首下げて視野いっぱいの麦の秋

だ い ち

そ ら 豆 は 一 畝 だ け の 畑 か な
アカシアの花高くして空ひろし

こ う き

お散歩の猫も見上げる鯉のぼり
大 空 に 孫 が 指 さ す 鯉 の ぼ り

松 嶋

莢剝けばたった一粒かいこ豆
紀伊水道漁舟の多し夏めきて

こ う じ

夏めきてしつらい変わる京町屋
子 宝 の や っ と 授 か り 鯉 幟

京 子

たかんなよ急くな急ぐなまた会はう
伎芸天腰のひねりも夏めける

け ん じ

そら豆の空は絵の具の箱の中
幟 捨 つ 男 家 族 の 老 母 か な

美 和 子

琵 琶 湖 畔 周 航 の 歌 松 落 葉
話はずむゆで空豆にすすむ酒

いっこう

鯉のぼり島に電車のありし頃
莢を出て空豆いつもすまし顔

喜 代

信貴の山木々も甍も夏めきて
そら豆を煎る祖母の背の円さかな

秀 寛

新 緑 の 色 を 深 め て 愛 宕 山
夕 日 差 し 来 る 長 谷 寺 に 初 燕

一 博

梅雨てふにこの明るさに処しかねて
初蛍瀬音に舞うて消えにけり

商 平

「ふところの乳房」は憂きか入梅す
凝 視 す る 闇 の 心 に 蛍 の 歩

美 和 子

明 く る 夜 の 苔 に 二 三 の 夏 椿
玉ねぎを軒に吊るして瀬戸の風

だ い ち

初 講 義 教 室 の 窓 に 若 葉 風
蛍 火 や 旅 の 孤 独 を 癒 す な り

松 嶋

夏 め く や 空 に 一 筋 飛 行 雲
矢車の音勇ましく風を呼び呼び

こ う じ

敲き土で球児素振りの梅雨の入り
番傘を干す宿阿蘇の梅雨晴間

いっこう

山 辺 の 青 葉 青 葉 の 迷 ひ 道
軒 の 下 大 口 三 つ 燕 の 子

こ う き

若き等の面照り映へて青若葉
母遺す指輪くるりと梅雨に入る

喜 代

コロナ禍の青葉まつりや高野山
お 大 師 の 生 誕 祝 ふ 青 葉 か な

秀 寛

遠い日の蚊帳の中にも蛍とび
眠る子の手にはしっかりさくらんぼ

京 子

梅雨兆す今いづくにや有馬さん
古書を読む卒寿の翁古籐椅子

け ん じ

青田風琵琶湖の水面波立てる
思ひだす亡き友の「先ずビール」

一 博

稲 雲 会

俳句会一年の歩み（第 622 回～第 624 回）

四月句会　2021年4月20日

兼題：桜餅・清明・花見
五月句会　2021年5月16日

兼題：夏めく・そら豆・鯉のぼり
六月句会　2021年6月15日

兼題：梅・雨入・青葉・螢
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木 屋 町 を 花 見 小 路 へ 藍 浴 衣
大 夕 焼 海 濃 く 深 く 昏 れ 残 り

商 平

夕焼のかなたに明日の待ち受けて
あ の 年 も 御 巣 鷹 空 に 盆 の 月

だ い ち

足 湯 す る 浴 衣 姿 の 三 世 代
夕焼に染まりはるかな茅渟の海

こ う き

古浴衣無駄なく使いし頃のこと
町 全 て 真 赤 に 染 め て 大 夕 焼

京 子

夕 焼 や 六 甲 連 山 浮 き 彫 り に
台 風 の 過 ぎ て 満 天 星 明 り

こ う じ

永 祚 風 叡 山 の 鐘 飛 ぶ と い う
京の街浴衣の君はエトランゼ

聡 泰

藍浴衣母の嵩のちと小さくなり
秘めごとは秘めごととして星月夜

け ん じ

何もかも夕焼に染まる暮らしかな
西 方 に 浄 土 あ り と ふ 大 夕 焼

喜 代

思いっきり派手な浴衣の喜寿祝い
ベンガラの格子街並み大夕焼

いっこう

ただたんと遊び廻って夕焼ける
彼女家の浴衣を借りて縁日へ

松 嶋

夕 焼 の 山 の 彼 方 に あ る 浄 土
夕 焼 に 鍬 を 洗 ひ て 家 路 か な

秀 寛

独 酌 の あ て は い つ も の 冷 奴
槍 ヶ 岳 見 渡 す 限 り 雲 の 峰

一 博

清 流 を 睨 み 鮎 釣 動 か ざ る
子規六尺吾は自堕落の三尺寝

商 平

僧列の過ぎて風鈴鳴りにけり
帯 広 の 空 埋 め つ く す 夏 銀 河

だ い ち

夕 せ ま る 西 方 浄 土 虹 の 橋
石（いわ）走る垂水の鮎の飛びすがた

こ う き

三 回 忌 帰 路 の 車 窓 に 虹 の 橋
ご長寿にしばしの昼寝薦められ

松 嶋

虹描く手持ちクレオン色足らず
職 人 や 板 を ベ ッ ト に 三 尺 寝

こ う じ

保 育 園 顔 一 列 の 昼 寝 か な
虹を見る海辺の二人よりそいて

京 子

ヒロシマに夾竹桃の咲く今も
母親は明治の女（ひと）よ昼寝せじ

け ん じ

夕暮れの幕開けの譜や大の虹
粗 塩 に 鮎 吹 き か へ り 踊 り 串

美 和 子

僧昼寝浄土の旅へ数珠を持ち
虹立ちて藤井二冠のあの一手

いっこう

あ の 虹 は 小 学 校 の 帰 り 道
来し方は平穏なりや籐寝椅子

喜 代

曼 荼 羅 寺 西 行 法 師 の 昼 寝 石
遅梅雨を集め吐き出す那智の瀧

秀 寛

鮎跳ねる簗に賑やか子等の声
雨 上 が り 大 杉 谷 に 虹 が 立 ち

一 博

鉦 叩 吐 息 の ご と く 闇 を 鳴 く
秋簾巻いて夕日を入れにけり

商 平

秋 澄 み て 指 先 細 き 弥 勒 仏
縁側にひとり手まくら夕月夜

だ い ち

鈴虫の音をききながら夢に入る
まだら雲東へゆるり稲穂垂る

こ う き

積 読 の 引 抜 く 一 冊 秋 の 夜
秋 の 夜 恍 惚 の 人 読 み か え し

京 子

豆腐屋のラッパ聞える秋の夕
鉄 橋 の 下 草 に 聞 く 虫 の 声

こ う じ

秋の夜は水の音さえ静まりて
夜もすがら夏の名残りの合唱団

聡 泰

わだかまり捨て顔洗ふ秋の水
王 陵 の 谷 昏 れ ゆ き て 万 の 虫

け ん じ

秋の夜の明かりを消して風を聞く
半 開 き 窓 よ り つ っ と 秋 の 風

喜 代

尼 寺 に 咲 く 秋 萩 朝 の 露
秋の夜や老妻寡黙お茶をつぐ

いっこう

秋の夜やしんしんとして書に耽り
秋の夜や古きアルバム取り出して

松 嶋

法 要 を 終 え て 一 献 秋 の 夜
短 冊 に 未 来 を こ め る 星 祭

秀 寛

退 屈 な 列 島 掠 め 野 分 行 く
鈴 虫 の 触 手 の 先 は 闇 世 界

美 和 子

鈴 虫 の 音 も 寂 し げ な 無 人 駅
明日香村案山子一族お出迎へ

一 博

稲 雲 会

俳句会一年の歩み（第 625 回～第 627 回）

七月句会　2021年7月20日

兼題：鮎・昼寝・虹
八月句会　2021年8月24日

兼題：夕焼・浴衣・台風・七夕
九月句会　2021年9月14日

兼題：鈴虫・昭代・台風
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酌めば酌むほどにひとりの十三夜
お澄ましに間引き菜ほのとさみどりに

商 平

信 濃 路 を 路 線 バ ス 行 く 鱗 雲
土 手 に 寝 て 鱗 雲 見 る 高 校 生

だ い ち

老老のわびしき庭に小鳥来る
足で聴く椎の実くだく音楽し

こ う き

良き知らせ首長く待つ十三夜
しあわせは身近にありし秋景色

京 子

信 貴 生 駒 連 山 映 ゆ る 秋 の 色
秋 の 夜 川 舟 明 り 水 面 映 ゆ

こ う じ

山里の廃家の庭にななかまど
甘 樫 の 丘 よ り 眺 む 黄 金 色

聡 泰

あらがはで八十路半ばの秋の暮
柿すだれやまとことばの流れくる

け ん じ

出不精もコロナの所為と籠もる秋
赤のままあんと拝んで手向けし児

喜 代

逆 さ 富 士 湖 畔 の 朝 や 冬 近 し
懸命に生きて八十路の秋惜しむ

いっこう

里帰り母の夜食で盛り上がり
紅い羽根綺麗につけて就活へ

松 嶋

秋 夕 日 赤 き 帽 子 の 石 地 蔵
秋 深 し 初 恋 の 君 前 に し て

秀 寛

苔 む し た 五 百 羅 漢 に 秋 の 風
青 竹 の 移 り 香 旨 き 新 酒 か な

一 博

柿 熟 れ て 校 舎 跡 な る 郷 土 館
良寛も一茶もうつら小春かな

商 平

門出づる茶の花日和嫁ぐ日に
野 仏 に 夕 日 当 た り て 柿 の 秋

だ い ち

蒼 穹 へ 銀 杏 黄 葉 の 梢 か な
黄と紅と小さき庭の小さき秋

こ う き

柿すだれ光りぬくもりあふれおり
小 春 日 に 牛 も 欠 伸 の 草 千 里

京 子

渓 流 に 筏 と な り て 紅 葉 燃 ゆ
電 柱 に 烏 止 ま り て 小 春 か な

こ う じ

天ぷらにもみじ一葉添へられて
柿の木のくすみし色も里の秋

聡 泰

襟を立て小走りとなる叢しぐれ
柿落葉高きに赤き実のひとつ

け ん じ

大津絵の鬼も担ぐや紅葉狩り
旅 の 荷 の 重 し 渋 柿 十 個 ほ ど

喜 代

黄 落 の 城 下 を 睨 む 鬼 瓦
さびれてもこの街が好き紅葉晴れ

いっこう

柿市へリュック背負いて買い出しに
紅葉路トロッコ列車ゆっくりと

松 嶋

天を突く銀杏黄葉や信貴の山
コ ロ ナ 禍 の 仏 像 展 や 京 の 秋

秀 寛

廃 線 の 枕 木 埋 め て 落 葉 道
小 春 日 の 窓 際 の 猫 大 あ く び

一 博

凩 に 見 得 を 切 っ た る 大 欅
時雨るればすなはち京の旅のこと

商 平

能登時雨棚田海までつづきをり
修善寺を超えてこころに漱石忌

だ い ち

生きている証なればと日記買ふ
先急ぐ我を追ひこす時雨かな

こ う き

柚子風呂に柚子茶もてなしひなび宿
受け箱に夕刊はみだす夕時雨

京 子

湯豆腐の陰に真面目な友の顔
時 雨 去 り 六 甲 連 山 浮 彫 り に

こ う じ

夫 婦 鍋 木 綿 絹 こ し 共 に 入 れ
木枯しは風のかけらの吹き寄せか

聡 泰

数 へ 日 や ま ね き 看 板 高 々 と
凩 や 雨 戸 を 叩 く 午 前 二 時

け ん じ

木 枯 し に 裸 形 美 し 何 の 木 ぞ
小夜しぐれモーツアルトのレクイエム

喜 代

透けてよし河豚刺しの皿柿右衛門
赤子泣く神楽の鬼に抱かれて

いっこう

快気祝い祖母ファーストで湯豆腐に
木枯しや待合室で待ちぼうけ

松 嶋

法 善 寺 馴 染 み の 女 将 夕 時 雨
雪 帽 子 白 山 連 山 那 谷 の 寺

秀 寛

熱 燗 で 天 下 国 家 を 論 じ た り
冬将軍跳ね返したりちゃんこ鍋

一 博

稲 雲 会

俳句会一年の歩み（第 628 回～第 630 回）

十月句会　2021年10月19日

兼題：秋一切
十一月句会　2021年11月16日

兼題：柿・紅葉・小春
十二月句会　2021年12月14日
兼題：湯豆腐・時雨・木枯し
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み ち の く の 海 蘇 り 若 布 刈 舟
三月になればなればと云ひながら

商 平

風まかせゆらりゆらりと猫柳
茶柱の立ちたる朝の余寒かな

秀 寛

ほこほこと温みとともに春きたる
早春や山はめざめて遠からず

こ う き

早春や瑠璃より陽射ほっこりと
立春の京の和菓子はんなりと

京 子

外 灯 の 明 り の 陰 の 余 寒 か な
豆腐屋のラッパ聞える余寒かな

こ う じ

林 道 の 雑 木 の 影 に 残 り 雪
群 竹 の 陽 ざ し き ら め き 春 隣

聰 泰

サイレンの遠ざかりゆく余寒の夜
陵 の 堀 に ひ つ そ り 猫 柳

け ん じ

お腹の子くにゅくにゅ動く春となる
まあだだよもう少しよと春の精

喜 代

早 春 や 讃 岐 う ど ん の 店 に 列
立 春 の 朝 老 僧 と 豆 掃 き ぬ

いっこう

バス停で手に息すけり余寒かな
来 庁 の 人 の 手 冷 え し 余 寒 か

松 嶋

強 東 風 の 漁 村 に 灯 二 つ 三 つ
春浅きボート舫ひて汚れしまま

だ い ち

東 風 吹 い て 天 満 宮 に 梅 香 る
細 雪 天 満 宮 の 梅 寒 し

一 博

山はまだ含み笑ひといふところ
海峡の春の遅速にとまどひて

商 平

春風の頬を撫でたる心地良さ
高 野 山 来 賓 の 無 き 卒 業 式

秀 寛

句作りに卒業はなし今日もゆく
ふさふさとミモザの花の招きをり

こ う き

春風に頭なでられなだめられ
杖つきて歩く背を押す春の風

京 子

春 風 や 長 き 堤 防 自 転 車 で
乳 母 車 寝 む る 子 供 に 春 の 風

こ う じ

春うららお池の亀は甲羅干し
春 の 風 雷 の 丘 に さ や さ や と

聰 泰

春風をふんはりと着てうたた寝す
女 坂 男 坂 に も 春 の 風

け ん じ

卒 業 子 送 り て 教 師 島 を 去 る
湖 よ り の 春 風 坂 本 坂 の 街

喜 代

灯をともす雛をみつめて留守居酒
格 式 を つ な ぐ 藩 主 の 雛 十 段

いっこう

制服のボタンそのまま卒業す
卒業のタイムカプセル皆で埋め

松 嶋

二 人 し て 通 ひ し 姉 の 卒 業 す
ろくろ回す窓から春の風にほふ

だ い ち

初旅も叶はで指呼の須磨明石
寅 年 の 読 初 な れ ば『 山 月 記 』

商 平

七くさの過ぎたる木曽は雪の中
しんしんと夜ふけて鐘の冴ゆるかな

だ い ち

弘 法 の 籠 り し と こ ろ 初 詣
三が日共にすごせし子を送る

こ う き

初 茜 二 上 山 も そ ま り を り
初 鏡 母 に 似 て き し 齢 か な

京 子

初東風に応える汽笛紀伊水道
青 空 に 白 雲 流 れ 淑 気 か な

こ う じ

元 旦 に 庭 の 千 両 鳥 つ つ き
力 入 る 今 年 こ そ は の 初 俳 句

聡 泰

万太郎にどっぷり浸る寝正月
山を越えオンコロコロと初薬師

け ん じ

初日の出七時五分の緯度に凄み
初 凪 の 大 橋 金 波 の 浄 土 み ち

喜 代

竹 林 に 初 日 の 光 煌 め き て
初 天 神 吉 兆 祈 る 巫 女 の 舞 ひ

いっこう

初 旅 の 宿 の 祝 湯 に 温 ま り
初 伊 勢 の 厳 か な 気 に 頭 垂 れ

松 嶋

御衣奉じ後七日御修法僧の列
初稽古気合をこめて居合切り

秀 寛

富 士 山 は 雲 に 霞 み て 大 旦
燕 岳 の 山 頂 に 酌 む 雪 見 酒

一 博

稲 雲 会

俳句会一年の歩み（第 631 回～第 633 回）

一月句会　2022年1月15日

兼題：新年一切
二月句会　2022年2月15日

兼題：余寒・早春・東風
三月句会　2022年3月15日

兼題：春風・焼野・卒業
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大学本部の評議員（90人）のうち、商議員による
互選評議員（全国で22人）の選挙が６月に行われ、
近畿選挙区（定数２）からは校友会大阪府支部長で参
天製薬代表取締役会長の黒川明さん（昭52年政経）
と兵庫県支部長で神戸新聞社代表取締役社長の高梨柳
太郎さん（昭54年政経）が選出された。任期は7月か
ら４年間。

評議員会は大学の最高決議機関で校友で組織。本部
選出の評議員では、大阪早稲田倶楽部の会員で小林哲
也さん（昭43政経＝近鉄グループホールディングス
代表取締役会長）と角和夫さん（昭48政経＝阪急阪
神ホールディングス代表取締役会長）、廣田康人さん

（昭55年政経＝アシックス代表取締役社長）が任ぜ
られている。評議員会の会長は角和夫さんが務めて
いる。

「早稲田大学オープンキャンパス in 大阪」が７月23日、梅田センタービル地階クリ
スタルホールで開催された。コロナ禍のもとではオンライン開催されており、３年ぶり
の会場での開催となり、受験生や保護者ら約650人が参加した。

地方ではほかに広島、福岡、仙台でも開催。この日は、大学での全体説明会や学部ご
との説明会、奨学金、学生寮、海外留学などの個別の説明会のほか、現役学生や教職員

による相談コーナーがあ
り、受験生らはお目当ての
コーナーに列を作ってい
た。また、国際教養学部、
創造理工学部の教授らに
よる模擬講義も行われ、人
気を集めていた。

早稲田大学の田中愛治総長の任期満了（2022年9月20日）に伴う総長選
挙が６月に行われ、田中総長を含め３人が立候補。田中氏が過半数を占める
票を集め、再任された。任期は９月から４年間。田中総長は1975年政経・
政治学科卒の70歳。専門は政治過程論、実証政治分析。東京都出身。

▪田中総長　再任

▪近畿選出の評議員に黒川、高梨さん

黒川明さん 高梨柳太郎さん

早大オープンキャンパス

校 友 会
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■校友会とは
早稲田大学の卒業生すべてで組織する OB 会で、

その数67万人。大阪府支部は府内に在住、在勤する
卒業生全員が会員で約9,000人を数えます。1920年
（大正９年）に誕生した大阪早稲田倶楽部とともに校
友、会員相互の親睦、交流を図っています。事務局は
大阪早稲田倶楽部内に置き、校友会本部からの組織活
動強化費のほか、みなさんからいただいている支部会
費（年間2,000円）で運営しています。

■役　員
支 部 長　 黒川　明（昭52政経） 

　参天製薬代表取締役会長
副支部長　 竹田雅幸（昭47商） 

　平成金属代表取締役社長 
羽牟正一（昭51法） 
　関西テレビ放送代表取締役社長 
廣冨靖以（昭53政経） 
　共英製鋼代表取締役社長 
吉江則彦（昭54理工院） 
　京都駅ビル開発監査役 
島田隆史（昭54政経） 
　元 阪急阪神不動産常任監査役

幹 事 長　 小林一則（昭55政経） 
　元 読売ゴルフ取締役支配人

監　　事　 松本勝幸（平１政経） 
　ひびき監査法人 公認会計士 
長谷川浩之（平３商） 
　長谷川公認会計士事務所代表者

■定期総会
日　時：2022年（令和４年）11月26日（土）15時～
会　場：大阪新阪急ホテル（阪急大阪梅田駅前）
講　演：田中愛治総長

■新年会
日　時：2023年（令和５年）１月14日（土）13時～
会　場：シェラトン都ホテル大阪（上本町６丁目）
主　催：校友会大阪府支部と大阪早稲田倶楽部

■商議員・代議員
大学本部からの諮問審議、大学への建議を行う商

議員は1,000人。代議員は校友会の最高議決機関で
1,400人。大阪関係の商議員、代議員は次のみなさん。
2020年６月に改選された。任期は４年。

商議員（大阪府選出　14人）
吉川一三（昭45商）
稲田増光（昭47政経）
竹田雅幸（昭47商）
西田隆郎（昭47商）
山本竹彦（昭50政経）
熊澤一郎（昭51商）
尾田沙智乎（昭52商）
小西康仁（昭52商）
廣冨靖以（昭53政経）
島田隆史（昭54政経）
田村昌之（昭54法）
吉江則彦（昭54理工院）
古市　尚（昭56教育）
森本　宏（昭60法）

代議員（大阪府選出　12人）
豊島惠子（昭52法）
小林一則（昭55政経）
田中啓一朗（昭55社学）
平岡史生（昭59教育）
嶋田泰夫（昭63政経）
種田ゆみこ（平１商）
和田浩孝（平１教育）
長谷川浩之（平３商）
石原美保（平４政経）
大西平一（平４政経）
酒井敏行（平11人科）
秋元敬典（平12商）

早稲田大学校友会大阪府支部



1818

倶楽部には令和３年１月以降で57人の新入
会員の方々を迎えました。会員の紹介だけでな
く倶楽部のホームページを見て入られた方も少
なくありません。コロナの関係でなかなか一堂
に会する場が設定できませんでしたが、これか
ら空白を取り戻すべく、イベントや部会行事も
次々と入っています。ぜひご参加ください。

なお、倶楽部の会長を平成６年（1994）か
ら14年間務めていただいた三洋電機元社長の
高野泰明さん（昭和29年法）は今年３月、お
亡くなりになりました。90歳でした。ご冥福
をお祈りいたします。

新入会員は春と秋の新入会員歓迎会で現会員との交流を図ってい
ます

入会年月 氏名 卒年 学部 勤務先・役職 出身高校

令
和
３
年

１月
景山　滋夫 準会員 京都府立田辺高教諭 清風高校
景山　貴子 準会員 橿原市役所スポーツ推進課 奈良県立信貴ケ丘高校

2月 藤本　喜子 平24 人科 笑室（show room）代表 兵庫県立須磨友ヶ丘高校

3月

経塚　光 平29 文 紀陽銀行江坂支店営業課 金光八尾高等学校
羽牟　正一 昭51 法 関西テレビ放送代表取締役社長 鹿児島県立鶴丸高校
安岡　重勝 昭58 政経 東洋紡不動産取締役不動産事業部長 東大寺学園高校
中野　大輔 平21 スポ 早稲田摂陵中高校保健体育科主任 桐蔭学園高校（神奈川）

4月 鈴木　拓史 平4 法 高澤嘉昭法律事務所 名古屋大教育学部付属高校

5月
森　吉庸 平19 教育 株式会社すごい組織代表取締役社長 岡山県立岡山朝日高校
犬飼　淳 平4 商 三井住友海上火災保険大阪北支店業務課長 早稲田大学本庄高等学院

村岸　律子 平4 商 群馬県立高崎女子高校

6月
戸嶋　健太朗 平28 文化構想 トータルメディア開発研究所 福岡県立筑紫丘高校
神谷　雄毅 平21 スポ 早稲田摂陵高入試広報部 愛知県立刈谷高校

7月
中野　駿也 平29 商 三井住友信託銀行財務相談課主務 江戸川学園取手高校（茨城）
鏡　早貴 平31 文

播野　貴也 平19 人科 タマノイ酢専務取締役 清風南海高校

8月
山本　和樹 平27 文 早稲田摂陵高入試広報部 生野高校
谷　健太郎 平26 教育
中西　裕介 令3 教育 大王製紙

10月
北川　定行 昭54 教育 学校法人神童学園　神童幼稚園長 大阪星光学院高校
豊島　健司 準会員 豊島法律事務所　弁護士 洛南高校（京都）

11月
佐伯　友史 昭61 政経 三井住友銀行専務取締役 兵庫県立龍野高校
藤野　研一 昭62 理工 関電不動産開発代表取締役社長 富山県立富山中部高校
吉岡　康生 昭60 政経 読売ゴルフ取締役 広島県立呉三津田高校

12月
高麗　啓一郎 平17 政経 バウエル顧問 豊中高校
岡村　由紀子 平4 商 味の素 桜蔭高校（東京）

令
和
４
年

1月

青柳　仁士 平13 政経 衆議院議員 早稲田大学高等学院
人見　泰生 平18 公共経営研 関西外国語大 京都市立堀川高校
鷲野　公彦 平11 商 三菱ＵＦＪ銀行 専修大学松戸高校（千葉）
佐川　太一 令3 スポ マキタ大阪営業所 栃木県立大田原高校
安藤　直之 昭60 商 あいおいニッセイ同和損害保険

2月
衛藤　隆太郎 平18 ファイナンス研 センコー・アセットマネジメント
志村　章一郎 平6 教育 ＳＭＢＣ日興証券 早稲田実業高校

3月

東堤　正文 昭52 教育 啓光学園高校
藤野　恭平 準会員 ケイゾーインターナショナル 江戸川学園取手高校（茨城）
南　仁秀 昭56 理工 平成金属管理部長 千葉県立船橋高校
山田　淳 平3 商 山田淳税理士事務所 山口県立宇部高校

田中　成憲 平24 法 きっかわ法律事務所 兵庫県立姫路西高校

4月
三宅　碧海 令2 政経 みずほ証券大阪営業第2部 東京都立立川高校
阪本　成樹 平12 商 早稲田大阪学園 専修大学松戸高校（千葉）

5月
庄司　敬子 平1 文 株式会社日展 佐賀県立鳥栖高校
新田　康道 平21 理工 日本臓器製薬人事部 国学院久我山高校（東京）

新入会員

倶楽部へようこそ　新入会員を歓迎

新 入 会 員・退 会 会 員
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入会年月 氏名 卒年 学部 勤務先・役職 出身高校

令
和
４
年

6月

田中　茉莉子 平21 社会 リバティ・コーポレイション 帝塚山高校（奈良）
谷　尚典 平13 社会 ケイネックス代表取締役 大阪桐蔭高校

関根　武雄 昭40 法 宝栄商事顧問 兵庫県立御影高校
青野　達哉 昭60 商 大阪読売サービス代表取締役社長 愛媛県立今治西高校
豊浦　仁 昭57 政経 クラレ 三田学園高校

井本　久子 平6 教育 イチネンホールディングス取締役執行役員総合企画部長 奈良県立畝傍高校

7月

小川　昌悟 令2 創造理工 池田泉州銀行 六甲高校（兵庫）
高橋　俊太郎 平27 社 みずほ銀行 早稲田実業高校
出村　大輔 平7 商 西華産業 桐蔭学園高校（神奈川）
小山　君一 平4 理工 商工中金船場支店長 志学館高校（千葉）

９月 片山　貴文 昭５９ 法 丸紅インテックス代表取締役社長 愛媛県立丹原高校

１０月

勝　文彦 平４ 社 三菱商事関西支社 東京都立青山高校
村岡　広希 平１７ 理工 三井物産 城北高校（東京）
林　怜矢 平２８ 社 サントリー大阪統括支社 早稲田実業高校

福島　由理 平１６ 文 フリージア代表取締役社長 大阪女学院高校

退会者
退会年月 氏名 卒年 学部 勤務先・役職

令
和
３
年

１月

小川　真理子 平16 教育 住友電工知財テクノセンター
佐藤　琢 平27 創造理工 三井住友銀行門真法人営業部

中野　陽平 平12 理工 東レ滋賀事業所
廣岡　未央 平23 文化構想 神戸市役所
山田　雄介 平16 理工 野村不動産関西支社住宅事業推進部

２月

石井　優矢 平31 スポーツ ＳＭＢＣ日興証券梅田支店FC課
古在　由昭 昭32 政経 サカイ引越センター顧問
柳生　雅子 準会員
藪本　光彦 昭46 法 ヤブモト工業代表取締役

３月

石井　直人 平20 商 国土交通省大阪空港事務所
遠藤　一明 昭63 商 阪急電鉄
大平　未来 平16 教育 ㈲サプライス　ホワイトクラブ本店
岡野　雄次 昭35 商 オカノマネジメントコンサルタンツ
岡野　芳朗 昭50 法
加地　道弘 昭42 商 加地都市鑑定所代表取締役
勝部　慶次 昭32 商 太陽税理士法人相談役
北野　隆史 平9 商 三井住友アセットマネジメント大阪支店
栗原　良知 平5 理工 ＳＡＰジャパン フィールドサービス統括本部
助田　文明 昭49 社学 元・近畿大阪銀行 
舘野　正毅 昭44 理工

千葉　江利子 平21 教育 国土交通省航空局関西空港事務所
野見山　惠太 平1 法 東京海上日動火災保険
平岡　宏一 昭59 文 清風中・高校校長
真壁　桃子 平28 政経 野村證券梅田支店FC課
松尾　憲治 昭63 理工 鳳コンサルタント㈱
松岡　弘明 昭60 政経 日本製鉄常務取締役大阪支社長
柳澤　良太 平18 政経 野村不動産関西支社

山田　華代子 準会員
吉村　和也 平4 商 吉村社会保険労務士事務所代表

４月
小林　秀一 準会員 ときた・小林総合法律事務所
鴇田　香織 平4 法 ときた・小林総合法律事務所所長

７月
松崎　公一 昭51 理工 鹿島建設専務執行役員関西支店長
四方　源悟 平31 創造理工 ＳＭＢＣ日興証券備後町支店FC課

10月 池上　達志 平31 政経 ＳＭＢＣ日興証券

11月

梶村　遥香 平31 文化構想 ＡＩＧ損害保険
河野　和夫 準会員 河野店舗設計室代表取締役
仁田　政輔 昭38 法
宮脇　帝二 昭62 商 宮脇会計事務所
森本　真史 昭60 社学 モノつくり事業協同組合大阪本部

12月

加藤　勘二 昭62 政経 日本製鉄
川井　洋平 平28 政経 日本経済新聞社大阪本社経済部記者
宮岡　一夫 昭33 文
大平　勝一 昭42 商

令
和
４
年

1月
池口　義明 準会員
片平　純子 準会員

退会年月 氏名 卒年 学部 勤務先・役職

令
和
４
年

1月
川端　照美 準会員 ＳＭＢＣセンターサービス㈱
寺田　耕晴 昭54 商 大阪アサノコンクリート 代表取締役社長
堀口　恵美 平21 政経 日本貿易振興機構（ジェトロ）

2月
小西　威史 昭57 理工 久米設計取締役専務執行役員

森本　宏 昭39 商 Samvardhana　Motherson 
International Limited取締役

3月

愛谷　隆治 平3 社学 大成建設西日本営業本部部長
浅葉　修 昭44 政経

伊木　常雄 昭53 法 学校法人宝塚音楽学校
池田　和夫 昭51 理工 神島化学工業代表取締役社長
大友　麻結 平31 教 ゆうちょ銀行堺店窓口サービス部
尾崎　敏郎 昭22 商
片野　倶宏 昭44 商
小平　正樹 平5 商 東京海上日動火災保険
柴田　翔平 平21 商 ジブラルタ生命保険中之島支社
清水　薫 昭51 法 前・枚方市議会議員

菅原　正孝 準会員
高野　泰明 昭29 法 元・三洋電機代表取締役社長
高峯　秀樹 昭45 商 マーケティングプロデューサー・脚本家
高森　浩一 昭45 商 高森戦略研究所代表取締役
津野　英男 昭40 政経 元・住友信託銀行
豊治　良夫 昭34 文
西尾　里香 準会員 三井住友トラスト・ライフパートナーズ㈱
山口　博康 準会員 丸一製材所代表取締役
山田　裕二 昭58 社学 なだ万経営企画本部法人営業部
吉川　耕平 平20 文 ＮＴＮ㈱
陸　茂思 平7 文研究科 株式会社トヨワ

4月

今泉　了 平18 政経 東京海上日動火災保険
折田　基行 昭31 商
片山　善夫 昭35 法

川口　さらら 平31 政経 朝日放送テレビ
砂村　賢司 昭48 政経 関西外国語大学
竹嶋　篤史 平8 政経 大阪中小企業投資育成㈱業務第1部

田谷野　智世 平31 創造理
工学研 みずほ銀行大阪中央支店

長坂　喜孝 昭38 法 元・住友信託銀行 
中野　正樹 昭42 理工 元・ソーダ・ニッカ社

西野　敏哉 昭58 商 三井住友トラスト・パナソニックファイ
ナンス代表取締役社長

長谷川　和市 平30 スポーツ ファミリーマート
藤田　頼雄 昭57 政経 阪急電鉄
宮本　康平 平31 政経 大和証券梅田支店

6月
﨑山　謙治 平13 商 ＪＢＡ関西取締役・公認会計士
牧野　昭 平14 人科 ＪＲ西日本ＳＣ開発カンパニー

谷古宇　文宏 昭62 商 元・兼松食品安全管理室
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会　　長 熊澤　一郎 昭51年商
理 事 長 小西　康仁 昭52年商
副理事長 荒武　貞雄 昭56年法 
副理事長 古市　　尚 昭56年教育
副理事長 原田　裕子 昭60年政経
副理事長 森本　　宏 昭60年法
副理事長 横山　利治 昭63年理工

副理事長 和田　浩孝 平1年教育
副理事長 石原　美保 平4年法
監　　事 大砂　裕幸 昭56年法 
監　　事 種田ゆみこ 平1年商
事務局長 秋元　敬典 平12年商
事務局担当理事 大西　平一 平4年政経
会計担当理事 酒井　敏行 平11年人科

吉川　一三 （昭45商）
稲田　増光 （昭47商）
小泉じゅん子 （昭47文）
竹田　雅幸 （昭47商）
野村　公平 （昭47法）
奥野　富雄 （昭49社学）
尾田沙智乎 （昭52商）
豊島　惠子 （昭52法）
田村　昌之 （昭54法）
島田　隆史 （昭54政経）
吉田　源三 （昭56政経）
荒武　貞雄 （昭56法）
古市　　尚 （昭56教育）
贄川　芳郎 （昭57教育）
河野　一博 （昭59社学）
中村　雄一 （昭59理工）
平岡　史生 （昭59教育）
大久保　滋 （昭60政経）
原田　裕子 （昭60政経）
入澤　知佳 （昭62社学）
横山　利治 （昭63理工）
嶋田　泰夫 （昭63政経）
滋野　雅之 （昭63理工）
前野　岳洋 （昭63法）
高橋　清之 （昭63政経）
荒川　雄次 （平1法）
大塚　紹子 （平1文）
石原　美保 （平4法）
音田裕一郎 （平4人科）
関　　寛之 （平8理工）
白原　早織 （平11人科）
秋元　敬典 （平12商）
北側　元之 （平14教育）
北垣　博章 （平15政経）
柴田　英和 （平17政経）
北野　后子 （平18法）
松井瑛太郎 （平22法）
中谷　　睦 （平23教育）

河田　一彦 （昭42商）
揚野　　寛 （昭43政経）
小林　哲也 （昭43政経）
廣末　雅昭 （昭43理工研）
田尾　秀寛 （昭44商）
向井　利明 （昭44政経）
今澤　哲朗 （昭45政経）
山澤　倶和 （昭46法）
西田　隆郎 （昭47商）
角　　和夫 （昭48政経）
保田　洋三 （昭48法）
伊藤　　馨 （昭51政経）
井上　敏彦 （昭51文）
熊澤　一郎 （昭51商）
藤原　　充 （昭51商）
小西　康仁 （昭52商）
佐藤　光宏 （昭53理工）
小林　一則 （昭55政経）
田中啓一朗 （昭55社学）
西嶌　一泰 （昭58政経）
稲部　勝博 （昭60商）
大橋　哲也 （昭60政経）
森本　　宏 （昭60法）
千切　智世 （昭62商）
和田　浩孝 （平1教育）
水上ただし （平3社学）
大西　平一 （平4政経）
古田　哲也 （平4政経）
梅原　秀昭 （平5法）
前田　　修 （平6政経）
酒井　敏行 （平11人科）
免　　範親 （平15理工）
伊丹香寿美 （平16法）
藤田沙穂里 （平16法）
奥野　陽子 （平18人科）
徳山　享宏 （平23商）

新
任
理
事
（
任
期
２
年
）
38
名

現
任
理
事
（
任
期
１
年
）
36
名

役 員・理 事

2022 年度役員・理事名簿
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＜表紙のことば＞
2022年4月3日の倶楽部祭です。マスクはもちろん、テーブルにはアクリ
ル板。「黙食」を推奨されても、ちょっと勘弁してという感じです。久し
ぶりの一堂会した記念撮影はやはりいいものでした。

収入の部
会　費 7,107,630
寄付金 0
出版協力金 0
事業収入 0
雑収入 397,597
当期収入合計 7,505,227
支出の部

事
業
費

事 業 費 184,105
印 刷 費 412,500
会員名簿 0
小　　計 596,605

経
　
　
費

給料・諸手当 2,832,790
家賃・共益費 1,279,619
通 信 費 380,045
消耗品費 1,203,000
振替手数料 55,233
慶弔接待費 10,296
雑　　費 335,300
寄 付 金 0
小　　計 6,096,283

当期支出合計 6,692,888
当期収支差額 812,339

（単位・円）

収支計算書
（2021年4月1日～2022年3月31日）

　倶楽部の会合も今年１月の新年会からリア
ルで参集するようになり、４月の倶楽部祭、
５月の倶楽部総会とみなさんの笑顔を見るこ
とができました。マスクは当たり前になって
きましたが、順応していきましょう。倶楽部
の部会行事も次々と復活しています。人気の
ハイキングやゴルフは、野外で伸び伸びと。
終えてからの懇親会は制約があるようです
が、それでも楽しく集えることが何より。い
ただいた記事からも和気あいあいの様子が伝
わってきます。
　倶楽部役員も副理事長で何人か交代があり
ました。新しい世代のフレッシュな感覚で倶
楽部の新時代を迎えることを願っています。
入会、退会のページでご紹介したように転勤
等で会員数も減る傾向にあるので、会員増強
プロジェクトも始まります。新しい仲間とと
もにコロナを克服した倶楽部ライフを心おき
なく送れますように。

編集後記
広報委員会：小林　一則

編集／大阪早稲田倶楽部広報委員会　大阪読売サービス㈱
印刷／大阪読売サービス㈱

年誌　vol.177　発行：2022年10月
〒530-8310　大阪市北区芝田1-1-35　大阪新阪急ホテル３階
TEL：06（6377）2002
FAX：06（6377）2003
URL：http://www.osakawaseda.jp
mail：125@osakawaseda.jp
倶楽部開館時間：月〜金（祝日、年末年始・お盆を除く）
　　　　　　　　11：00〜17：00

大阪早稲田倶楽部

倶楽部の会長、熊澤一郎さん（昭51年
商）が2022年春の藍綬褒章を受章されまし
た。公益社団法人日本不動産鑑定士協会連
合会副会長等の要職を永年務められたこと
の業界功労によるものです。

また、早稲田大学では不動産鑑定士とし
ての熊澤さんのご尽力により、不動産鑑定
士稲門会主催の現役学生に対する校友会支援講座である「不動産
学」の冠講座を2019年秋季より実施されておられます。

この度のご受章に対し、心よりお祝いの言葉を申し上げます。
誠におめでとうございました。

熊澤さん藍綬褒章に輝く熊澤さん藍綬褒章に輝く

倶楽部室　2024年３月に閉鎖、移転
倶楽部の事務局は梅田の大阪新阪急ホテ

ル３階にありますが、同ホテルは2024年
３月末をもって閉鎖されることになりまし
た。事務局はもともと大阪市内のビルの一
室を転々としたあと、2004年（平成16年）
10月に中之島のリーガロイヤルホテルの
中に開設されました。さらに2010年（平
成22年）５月、大阪新阪急ホテル３階へ
移転しました。同ホテルの改装でホテル内
でさらに引っ越し、現在の部屋は2015年
（平成27年）５月からです。

大阪新阪急ホテルは老朽化で閉鎖、解体
されるもので、跡地はホテルではなくオ
フィスビルとなるようです。倶楽部室は閉鎖まで約14年間、お
世話になったことになります。

2024年３月末に姿を
消す大阪新阪急ホテル




